303
ポーラがゲップーに向かって、Pkファイアーを放った。ところが思ったよりも効果がな
い。ちよっと余裕を取りもどしたゲップーは、ポーラに、ものすごく臭いゲップを吹きかけ
た。「ぐうええええええええ之ええぷう〓」
そのあまりの臭さに、ポーラは意識を失ってしまう。大変だ-
●うらカンポーがあれば128●なければ……211ヘ
304
「もしかして、あの、不気味な唸り声がしていた方にあるんじやない?」
ポーラが思いついたように言った。確かにそうかも知れない。モンスターがいると思って
避けたんだけど……。ぼくらはファイアースプリングスを降り、脇道の奥の洞窟へと急いだ。
◆チにチェックをして
〓71ヘ
〓71ヘ
305
フランクさんは、ナイフをめちゃくちゃに振りまわしてきた(HPマイナス2)。だけどこ
れはフェイント。実は左手にもナイフを隠し持っていて……
右手の動きで幻惑しておき、左でとどめを刺す!ぼくは、あぶないところで攻撃をかわ

